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れるし、より詳しくは明治4....45(1 911........12) 年『人類学雑誌~ 27巻6












月)には、 rr.郷土生活の研究法」と rII. 民俗資料の分類Jが収め































































































































































































































































































































































































































































6)三木清「生活文化と生活技術J W全集』第14巻、 386頁、 (初出:
「生活文化と生活技術J、 『婦人公論~ 1941年1月)。
7) 三木「国民的性格の形成J向上書第14巻、 349頁(初出 r都新














































































62)柳田、同上書第二十七巻、 247-276頁(初出: W中央仏教~ 5巻1
""'5号、大王10年1'""5月)。








67)宮本、向上書第10巻所収(初出 r年寄りたちJ W民話~ 3号、
1959年2月から連載) 0 
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とJ (鈴木喬 rW一人親方』の普遍化とその再編j 山村経済シリーズ












































































































































































































































例6 (現在も?前住地に30haを所有)と事例 8 (隣接する下呂町の実家
には山林を所有)以外、多い少ないの違いはあっても皆が所有していた
(事例 1 5ha、事例2 5ha、事例3 3ha、事例4 3ha、事例 5 15 



























































































































































































































るいわゆる林業山村にスポットを当ててみた。 r( r木の文化j として
の)山村文化の創造Jを標梼するムラである。農林業をムラの産業基盤
とする。その他の産業では第2次産業就業者数が一番多く、建設業・製
造業などは木材関連産業として堅調である。後の4例は、木工業として
の木地屋と家具製造業の家具職人、それにトマト栽培の2農家の代表を
いわゆる「農山村地域生活者」として選定して、彼らの生活実態の紹介
.分析・考察を行った。
日本でも有数の林業山村に生きる人間と生活全般の検討であり、分析
・考察であった。ただ、全事例数11がすべて男性であり、これですべて
ー146-
の「地域生活者」をカバーしているとは思わない。日本でもローカ/レな
山陰地方の苦悩する農村女性の聞き書きを数多く残した溝上泰子は、そ
んな農村女性たちを底辺生活者とか人類普遍の人類生活者とも言ってい
る。本研究での聞き取り調査対象者は40代以上のすべて妻帯者であったロ
聞き取り調査時には、夫に寄り添って一緒であった妻たちが何人かいて、
発言してもらったのが 7事例(事例2，3，4，6，8，9，11)であった。その発
言内容は実態の紹介で述べた通りであるが、概して口数も少なく、控え
目で、あった。現在の彼女たちの家庭内役割は家事の一切と多くが野菜作
りであったように思われる。しかし、特にH氏の妻の生き方やJ氏の実
態紹介で登場する甥っ子の嫁であるシクラメン栽培経営者が夫婦別経営
であることを知れば、こんな山村社会にも新しいタイプの女性生活者や
女性農業者の胎動も感じられる。ジェンダーの視点からの「地域生活
者」像の検出やそれに伴う概念の検討は今後の課題である。
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